




















私共は,重症心身障害児施設「光の家」に収容されている児童を対象に,昭和 54 年 8 月の盛

夏に,1 患児について 7日間連続で体温測定を行ったので,その結果について要約する。 

対象となった患児は,5 歳から 15 歳までの 48 名で,その内訳は(表 1)の如く,全く動くこと

のできない重症度1のgroupが22名,(この大部分は脳性麻痺である)いざったり,這ったり

すると動ける重症度Ⅰの group が 13 名,歩行可能な重症度Ⅲ度のものが 13 名であった。 

測定は,朝は午前 6時から 7時,昼は 10時から 11 時,夕方は午後 3時から 4時,夜は 8時か

ら 9 時という時間帯で,1 日 4 回測定し,同時に測定時の室温をできるだけ記載するように

した。 


